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〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
員
全
員
協
議
会
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
議
決
案
件
で
は
な
い
が
、
行
政
運
営
上
重
要
な
件
に
対
し
て
議
長
が
招
集
し
市
側
が
報
告
す
る
会
議
の
こ
と
で
す
。〉

常任委員会視察報告

17

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
７
３
ー
６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

議員全員協議会・主な行事

 

報
告
１

下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

深
谷
市
公
共
下
水
道
事
業

の
経
営
状
況
は
、
汚
水
処
理

を
す
る
経
費
に
対
し
、
使
用

料
収
入
が
４
割
程
度
で
あ
り
、

不
足
分
を
一
般
会
計
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

下
水
道
使
用
料
等
は
、
平

成
23
年
度
以
降
、
３
年
を
目

安
に
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、「
深
谷
市
下
水
道

事
業
運
営
審
議
会
」
よ
り
、

答
申
を
得
た
の
で
報
告
が
あ

っ
た
。

答
申
の
要
旨

⑴
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

①
市
内
使
用
料
体
系
の
統
一

② 

汚
水
処
理
原
価
を
基
準
と

し
た
使
用
料
の
改
定

　

汚
水
私
費
の
原
則
に
従
い
、

将
来
汚
水
処
理
原
価
１
７
５

円
／
㎥
を
１
０
０
％
回
収
で

き
る
よ
う
使
用
料
改
定
を
行

う
。

③ 

基
本
使
用
料
の
上
限
水
量

の
廃
止

④
逓
増
型
累
進
性
の
採
用

⑵�

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
に
つ
い
て

　

次
回
事
業
認
可
を
行
う
際

に
、
負
担
金
単
価
の
改
定
、

市
内
統
一
単
価
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

 

報
告
２

 

農
業
集
落
排
水
事
業

 

処
理
施
設
使
用
料
の
改
定

　

事
業
の
経
営
状
況
は
、
汚

水
処
理
す
る
経
費
を
使
用
料

収
入
で
賄
え
て
い
る
の
は
７

割
程
度
で
あ
り
、
不
足
分
は

一
般
会
計
に
大
き
く
依
存
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
使
用
料

等
は
平
成
23
年
の
改
定
以
降
、

３
年
を
目
安
に
改
正
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、「
深
谷

市
農
業
排
水
事
業
審
議
会
」

よ
り
答
申
を
得
た
の
で
報
告

が
あ
っ
た
。

　
答
申
の
要
旨

⑴�

処
理
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
①
市
内
使
用
料
体
系
の
統
一

②
処
理
施
設
使
用
料
の
改
定

　

汚
水
処
理
費
は
１
０
０
％

使
用
料
で
賄
う
こ
と
を
原
則

と
す
る
も
、
短
期
的
に
は
困

難
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
、

「
基
本
使
用
料
」「
人
数
割

額
」
の
定
額
制
を
維
持
す
る

が
、
単
身
高
齢
者
世
帯
等
に

配
慮
す
る
な
ど
、
受
益
に
応

じ
た
料
金
体
系
の
再
編
を
行

う
。

◦
基
本
使
用
料
１
戸
あ
た
り

　
　
　

月
額　

１
５
０
０
円

◦
人
数
割
額　

１
人
あ
た
り

　
　
　

月
額　
　

６
５
０
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
抜
き
）

　

こ
れ
ら
の
各
審
議
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
使
用
料
改
定

（
案
）
が
次
回
議
会
に
上
程

の
予
定
で
あ
る
。

議
員
全
員
協
議
会

行
政
運
営
上
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

県立近代美術館コレクション展 in 深谷
オープニングセレモニー

議会だより視察受入れ
●愛知県安城市

深谷市戦没者追悼式

深谷市福祉健康まつり ～ 26日
深谷市消防団特別点検
議員全員協議会

深政クラブ行政視察 　～ 31日
●青森県二戸市
●青森県三沢市
●青森県八戸市
宝を生かしたまちづくりについて
旧渋沢栄一邸を活用した地域経済の活性化について
八戸ポータルミュージアムについて
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第三区議長会議員研修会
演題「地方議会における危機管理」

議員全員協議会

天皇、皇后両陛下が再建状況をご視察
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青少年健全育成深谷市民大会
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●
広
島
県
尾
道
市

地
域
包
括
ケ
ア（
尾
道
方
式
）

　

尾
道
市
で
は
現
在
３
つ
の

中
核
病
院
の
支
援
体
制
の
も

と
、「
尾
道
方
式
」
と
呼
ば

れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

中
核
病
院
の
医
師
と
地
域
の

開
業
医
が
連
携
し
て
支
援
す

る
だ
け
で
な
く
、
医
療
職（
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
等
）、

介
護
職
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
ヘ
ル
パ
ー
等
）、
民
生

委
員
等
の
多
職
種
が
協
働
し
、

患
者
本
位
の
大
原
則
の
も
と
、

退
院
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
病

院
か
ら
在
宅
へ
の
円
滑
な
移

行
支
援
と
包
括
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
地
域
住
民
の
安
心

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。「
多
職

種
協
働
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

提言

●
兵
庫
県
高
砂
市　

 

小
中
一
貫
教
育

　

小
中
が
目
標
を
共
有
し
、

一
貫
し
た
指
導
理
念
・
方
法

に
よ
っ
て
展
開
す
る
小
中
一

貫
教
育
と
、
小
中
が
別
の
学

校
で
あ
る
と
の
前
提
で
、
教

育
目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

共
有
部
分
に
つ
い
て
協
働
し

て
特
色
あ
る
学
習
活
動
を
展

開
す
る
小
中
連
携
教
育
が
あ

る
。
一
地
区
で
一
貫
教
育
、

五
地
区
で
連
携
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
合
同
行
事
の
開
催

等
で
児
童
生
徒
の
交
流
や
教

師
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

高
砂
中
学
校
一
年
生
で
不
登

校
の
生
徒
は
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
、
連

携
教
育
の
ど
ち
ら
で

い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
研
究
し
な
が
ら
、
議
論

の
場
を
設
け
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

　

他
に
岡
山
県
笠
岡
市
「
市

民
後
見
推
進
事
業
に
つ
い

て
」
視
察

（
委
員
長　

清
水　

睦
）

提言

●
山
形
県
天
童
市

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

山
形
県
で
15
番
目
と
な
る

条
例
制
定
で
、
市
民
か
ら
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
後
、
必

要
と
認
め
る
と
き
は
立
ち
入

り
調
査
を
行
う
。
空
き
家
の

管
理
に
問
題
が
あ
っ
た
場

合
、
助
言
指
導
、
勧
告
、
命

令
、
氏
名
等
の
公
表
を
行
い
、

最
終
的
に
は
代
執
行
と
な
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
現
在

検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　

有
効
的
機
能
制
度
を

有
す
る
空
き
家
バ
ン

ク
の
創
設
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

提言

●
山
形
県
米
沢
市

 

景
観
条
例
に
つ
い
て

　

米
沢
の
魅
力
を
高
め
、
市

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る

景
観
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
22

年
４
月
米
沢
市
景
観
条
例
は

制
定
さ
れ
た
。
協
働
に
よ
る

景
観
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

理
念
と
し
、市
民
、事
業
者
、市

の
責
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

届
出
の
内
容
が
景
観
基
準
に

適
合
し
な
い
場
合
や
虚
偽
の

場
合
は
、
行
政
指
導
や
罰
則

を
適
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　

多
角
的
な
視
点
か
ら

良
好
な
景
観
を
発
掘

し
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。
景

観
形
成
重
点
地
区
を
設
定
す

べ
き
で
あ
る
が
、
既
存
市
街

地
等
に
限
定
し
な
い
で
、
住

宅
地
の
家
並
み
や
美
し
い
自

然
景
観
等
も
選
定
す
べ
き
で

あ
る
。

提言

●
山
形
県
山
形
市

 

下
水
資
源
の
有
効
活
用　

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
消
化

槽
で
発
生
し
た
ガ
ス
を
活
用

し
、
電
力
の
自
給
自
足
を
図

っ
て
い
る
。
平
成
25
年
度
実

績
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

使
っ
た
電
力
の
62
％
を
賄
っ

て
お
り
、
５
４
０
０
万
円
の

電
気
代
の
削
減
と
な
っ
た
。

　
　
　

環
境
に
も
優
し
い
消

化
ガ
ス
を
活
用
し
た

発
電
の
導
入
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

（
委
員
長　

武
井　

伸
一
）

提言

福
祉
文
教
委
員
会

  

～

視
察

報
告

日 程

10
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20

22

環
境
都
市
委
員
会

  

～

視
察

報
告

日 程

10

10

１

３旧渋沢邸（三沢市）

兵庫県高砂市

山形県山形市

山形県天童市

広島県尾道市


